
1 

 

大規模公有地（２２・５４街区）利活用可能性調査検討支援業務［概要版］大規模公有地（２２・５４街区）利活用可能性調査検討支援業務［概要版］大規模公有地（２２・５４街区）利活用可能性調査検討支援業務［概要版］大規模公有地（２２・５４街区）利活用可能性調査検討支援業務［概要版］    

 

 ■ 調査目的 

ＪＲ大分駅周辺の好立地に、大分駅南土地区画整理事業の実施に伴い

生まれた、大分市所有の大規模公有地 22 街区と 54 街区は、荷揚町小学

校の跡地利用の在り方も見据えながら、今後の中心市街地の魅力ある発

展のため、民間活力も視野にいれて中心市街地の魅力の創造に資する活

用施策を早急に検討する必要がある。 

本業務は、「荷揚町小学校跡地利活用可能性調査業務委託」における検

討内容とも連携し、本大規模公有地の前提条件を整理し、民間意向調査

をする中で、新たな経済・文化活動の集積拠点として、今後の利活用方

策の整理をすることを目的とする。 

 

■ 調査対象地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■サウンディング型市場調査の実施 

本件調査検討支援業務では、大分市の将来のまちづくりにおいて重要な位置づけを占める大規模公有地である調査対象地における民間

活力を導入した利活用方法を検討するため、官民の対話を通じて、広く民間事業者の意見やアイデア等を募るべく、サウンディング型市

場調査を実施することとした。 

【広域図】 

【位置図】 

【２２街区】 【５４街区】 
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 ■整備の方向性（案）について 

調査対象地 22 街区・54 街区における施設整備・土地活用の方向性として、各画地に係る「整備方針（案）」「事業形態」「民間事業者の進出意向」の各要素を踏まえ、下記のとおり提案を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


